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ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
か
ら
直
接
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と
あ
っ

て
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
携

わ
る
方
や
学
生
な
ど
多
く
の

方
々
が
会
場
に
足

を
運
ん
だ
。
第
一

回
目
は
、
国
際
陸
上

競
技
連
盟
事
務
総

長
の
エ
ッ
サ
ー
・
ガ

ブ
リ
エ
ル
氏
を
迎

え
、「
世
界
ス
ポ
ー

ツ
の
潮
流
」
を
演

題
と
し
た
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

エ
ッ
サ
ー
・
ガ

ブ
リ
エ
ル
氏
は
、

１
９
９
８
（
平
成

10
）
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・

フ
ラ
ン
ス
大
会
で

国
際
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
所
長
を
務

め
、
２
０
０
０
（
平

成
12
）
年
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
シ
ド

ニ
ー
大
会
に
お
い

て
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。
ま

た
、
２
０
０
３
（
平

成
15
）
年
世
界
陸

上
・
パ
リ
大
会
の
Ｃ

Ｅ
Ｏ
、
２
０
１
０

（
平
成
22
）
年
ユ
ー

ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大

会
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
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第
一
回
国
際
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
開
催

平
成
24
年
度 

主
な
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
紹
介

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
談
／
随
想

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

テ
レ
ビ
番
組
制
作
体
験
／
経
大
祭

3
年
生
の
就
職
活
動
本
格
始
動
／
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
雑
感

平
成
25
年
度
推
薦
入
試
結
果
報
告
／
学
生
募
集
要
項

第
一
回「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
」を
開
催

　

国
際
的
に
活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
を
広
島
に
招
聘
し
、ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
」。
本
学
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
の
学
術
の
質
的
向
上
や
、
広
島
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
生
や
地
域
の
方
々
に
広

く
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
。
第
一
回
目
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
開
催
に
深
く
貢
献
し
て
き

た
エ
ッ
サ
ー
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
氏
（
フ
ラ
ン
ス 

45
才
）
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

国
際
会
議
場
国
際
会
議
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
第
一
回
「
国
際
ス

ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し

た
。
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る

　

平
成
24
年
12
月
７
日
、
広
島

ガ
ブ
リ
エ
ル
陸
連
総
長
が
講
演

熱く講演を行うガブリエル氏

スポーツの魅力 広く発信

　

こ
の
度
、
本
学
に
お
い
て
、

広
島
経
済
大
学
名
誉
博
士
称
号

贈
呈
規
定
を
設
け
、「
名
誉
博

士
」
第
一
号
と
し
て
本
学
園
理

事
の
篠
原
康
次
郎
氏
に
、
第
二

号
と
し
て
国
際
陸
上
競
技
連
盟

事
務
総
長
エ
ッ
サ
ー
・
ガ
ブ
リ

エ
ル
氏
に
贈
呈
し
た
。

　

こ
の
「
名
誉
博
士
」
の
称
号

は
、
本
学
に
お
け
る
教
育
研
究

の
発
展
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
者
、
も
し
く
は
学
術
文
化
の

発
展
又
は
社
会
貢
献
に
関
し
て

顕
著
な
功
績
が
あ
り
、
本
学
に

お
い
て
顕
彰
す
る
こ
と
が
適

当
と
認
め
ら
れ
る
者
に
贈
呈
す

る
も
の
で
、
篠
原
康
次
郎
氏
に

は
地
域
社
会
と
広
島
経
済
大
学

の
発
展
に
対
す
る
功
績
に
対
し

て
、
エ
ッ
サ
ー
・
ガ
ブ
リ
エ
ル

氏
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け

る
国
際
的
な
功
績
に
対
し
て
贈

呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

贈
呈
式
は
11
月
８
日
に
本
学

に
お
い
て
篠
原
康
次
郎
氏
に
、

12
月
７
日
に
国
際
会
議
場
に
お

い
て
エ
ッ
サ
ー
・
ガ
ブ
リ
エ
ル

氏
に
対
し
て
、
各
関
係
者
が
見

守
る
な
か
、厳
か
に
行
わ
れ
た
。

篠原康次郎氏

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

ス
ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割
は

年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
本

学
で
も
平
成
23
年
４
月
に
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
を
開
設
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

戦
略
的
に
運
営
で
き
る
人
材
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
教

員
陣
に
は
Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ

の
社
長
経
験
者
や
元
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の
実
務

に
実
績
の
あ
る
人
材
が
揃
っ
て

お
り
、
豊
富
な
経
験
の
な
か
で

国
際
的
に
活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ

関
係
者
と
の
親
交
を
持
つ
教
員

も
多
い
。「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
サ

ロ
ン
」
は
そ
う
し
た
繋
が
り
を

活
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
理
解
を
深
め

る
機
会
を
提
供
す
る
。

　

国
際
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
を
開

催
す
る
き
っ
か
け
は
、
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
の
濱
口
博
行
教
授

が
つ
く
っ
た
。
濱
口
教
授
は
、

本
学
教
授
に
就
任
す
る
ま
で
広

告
代
理
店
電
通
で
１
９
８
２

（
昭
和
57
）
年
か
ら
海
外
で
の

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ

り
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日

本
招
致
活
動
お
よ
び
運
営
作
業

や
東
ア
ジ
ア
サ
ッ
カ
ー
連
盟
の

設
立
な
ど
も
手
が
け
て
き
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
通

じ
て
出
会
っ
て
き
た
世
界
中
の

友
人
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
て
学
生
に
刺
激
を

与
え
る
と
と
も
に
、
広
島
の
国

際
化
に
貢
献
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
構

想
に
か
ね
て
か
ら
協
力
を
仰
ぎ

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
が
エ
ッ

サ
ー
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
氏
で
す
。

職
員
の
能
力
開
発
・
大
学
間
人

事
交
流
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
大
学
の
み
な

ら
ず
、
産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
の
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
修
、
愛
媛
で
開
催
さ
れ
る
他

大
学
と
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研

修
な
ど
に
取
り
組
ん
で
行
く
予

定
だ
。

　

今
後
の
積
極
的
な
活
動
を
期

待
す
る
。

の
企
画
・
運
営
な
ど
、
地
域
や

世
界
と
の
つ
な
が
り
も
重
視
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
、
西

日
本
の
大
学
か
ら
世
界
に
翔
た

く
「
学
び
続
け
る
リ
ー
ダ
ー
」

の
輩
出
を
目
指
す
。

　

本
学
か
ら
は
主
に
興
動
館
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
所
属
す
る
学
生

が
参
加
し
、
２
０
１
３
（
平
成

25
）
年
３
月
韓
国
で
開
催
さ
れ

「
世
界
の
潮
流
」

熱
心
に
耳
傾
け

海
外
経
験
通
し

学
生
に
刺
激
を

広
島
独
自
の

貢
献
に
期
待
も

　
「
広
島
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら

れ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
平

和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
濱
口
教
授

は
続
け
た
。
広
島
は
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
や
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
関
連
企
業
の
活
動
拠
点

　

去
る
９
月
27
日
、
第
17
回
前

期
学
位
記
授
与
式
が
、
本
学
大

会
議
室
に
お
い
て
厳
粛
に
執
り

前川学長より学位記を授与される卒業生

　

本
学
ほ
か
８
大
学
、
１
短
期

大
学
で
連
携
し
て
取
り
組
む

「
西
日
本
か
ら
世
界
に
翔
た
く

異
文
化
交
流
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
文
部

科
学
省
の
「
大
学
間
連
携
事
業

共
同
教
育
推
進
事
業
」
と
し
て

採
択
さ
れ
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
山
口
大

学
、香
川
大
学
、愛
媛
大
学
（
代

表
校
）、
佐
賀
大
学
、
京
都
外

国
語
大
学
、
京
都
文
教
大
学
、

松
山
大
学
、
九
州
国
際
大
学
、

京
都
外
国
語
短
期
大
学
お
よ
び

本
学
に
よ
り
、「
異
文
化
交
流

型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
形
成
し
、
全
国
展

開
に
向
け
て
西
日
本
で
の
連
携

と
発
展
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
学
生
が
立

場
・
世
代
・
文
化
の
異
な
り
を

超
え
た
「
学
内
→
国
内
→
２
国

間
→
多
国
間
」
の
段
階
的
「
異

文
化
交
流
」
に
よ
り
、
地
域
や

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に

求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
体
系
的
・
継
続
的
に
養
う
こ

と
や
持
続
的
発
展
を
支
え
る
教

異
文
化
交
流
リ
ー
ダ
ー
育
成  

24
年
度
連
携
事
業
採
択

行
わ
れ
た
。

　

晴
れ
て
卒
業
の
日
を
迎
え
た

の
は
経
済
学
部
生
60
名
（
経
済

サ
ー
な
ど
と
し
て
活
躍
し
、
現

在
は
国
際
陸
上
競
技
連
盟
事
務

総
長
と
し
て
尽
力
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
世
界
中

で
活
躍
す
る
エ
ッ
サ
ー
・
ガ
ブ

リ
エ
ル
氏
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
つ

い
て
、
ま
た
、
ユ
ー
ス
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
に
つ
い
て
熱
く
語

り
、
来
場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
た
。

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
世
界
規

模
へ
と
拡
大
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
に
踏
み
込
ん
で

い
く
若
者
た
ち
に
は
、
世
界
を

舞
台
に
活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選

手
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
の
話
を

聞
い
て
刺
激
を
受
け
、
国
際
感

覚
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
濱
口
教
授
は
語
っ

た
。60人の巣立ち祝う

第17回前期学位記授与式

篠
原
氏
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
氏
に

　
　
　
　
「
名
誉
博
士
」を
贈
呈

エッサー・ガブリエル氏

に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
原

爆
ド
ー
ム
な
ど
に
は
海
外
か
ら

訪
れ
る
観
光
客
も
多
い
。「
ス

ポ
ー
ツ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
世

界
各
国
の
人
々
が
集
い
、
交
流

を
深
め
て
い
く
場
と
し
て
広
島

が
貢
献
で
き
る
日
は
近
い
か
も

し
れ
な
い
。

学
科
20
名
、
経
営
学
科
19
名
、

国
際
地
域
経
済
学
科
４
名
、
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
13
名
、
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
４
名
）

で
、
教
職
員
と
保
護
者
が
見
守

る
中
、
一
人
ひ
と
り
学
長
か
ら

学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

式
辞
に
立
っ
た
前
川
功
一
学

長
は
「
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
は
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
ま
れ
る
わ
け
で
す
が
、

い
ず
れ
の
道
に
進
も
う
と
も
興

動
人
精
神
を
発
揮
さ
れ
、
日
本

を
再
び
元
気
の
あ
る
国
に
復
興

さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
激
励
し
た
。

　

卒
業
生
た
ち
は
新
た
な
門
出

の
祝
福
を
受
け
、
式
は
緊
張
の

中
に
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う

ち
に
終
了
し
た
。
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　学生が実践を通して人間力を磨く「興動館プロジェクト」。現在 16
のプロジェクトが国内・海外で国際交流・社会貢献・地域活性・経済
活動などをテーマに多様な活動に取り組んでいる。ここでは、その活
動の一部を写真とともに紹介する。（順不同）

写真で見る興動館プロジェクト
平成24年度の主な活動記録

カンボジア国際交流プロジェクト

　学生たちが 3 年間かけて広島の戦後復興のプロ
セスについてクメール語でまとめた副読本をカン
ボジア全土に普及させるため、毎年カンボジアの教
育機関や孤児院などを訪問し、副読本を活用したク
イズ形式の授業を行っている。これまで 1000 冊
以上配付した。こうした活動が認められ、大学初の

「公認プロジェクト A」に昇格。今後は現地の大学
生と英語版の副読本作成にも取り組む予定だ。

副読本の説明をするメンバーたち

本学初の公認プロジェクトAに昇格、
現地活動を実施

インドネシア国際貢献プロジェクト

　現在、インドネシアで災害復興を支援する活
動を行っているプロジェクト。今年度も 25 名
の学生がインドネシアのジョグジャカルタを
訪問した。2010（平成 22）年 10 月のムラ
ピ山噴火で被災した子どもたちを対象に、運動
会や絵画教室を開催。また、現地で買い付けた
布や革でできた商品を日本国内のイベントな
どで販売し、利益を被災者に還元する予定だ。

商品になりそうな布を選ぶメンバーたち

現地の火山噴火被災で
支援活動

中国植林プロジェクト

　5 年前から植林活動に取り組んでいる本
プロジェクト。今年も 6 名の学生が中国
内モンゴル自治区のカンチカにある「広島
経済大学の森」を訪れた。現地の村民とと
もに 400 本のマツやニレの苗木を植え、
これまでに 700 本以上植林した木の成長
率なども調査。今後も村民との連携を深め、
森づくりに努めていく。

新たに植林する土地をならすメンバーたち

「広島経済大学の森」において
400本を植林

子ども達を守ろうプロジェクト

　地元小学生の夏休みの宿題を手伝うイ
ベント「Stanza Chiara ～スタンザ キ
アーラ」を興動館で開催した。「Stanza 
Chiara」はイタリア語で「明るい大部屋」
という意味で、宿題や工作課題を通じて小
学生と大学生が気軽に声をかけ合える関係
の構築を目指した。

夏休みの宿題である工作課題を子どもたちと一緒に作るメンバーたち

夏休みの宿題
お手伝いイベント開催

武田山まちづくりプロジェクト

　本学西側に位置する森林を「武田の里」
として開拓した。原生植生を保全し、地域
の憩いの場として再生を目指す。今後は全
国から大学生を集めて森林ボランティア活
動を行うほか、地域の子どもたちとの工作
教室や秘密基地づくりなどのイベント開催
も予定している。

竹を集め秘密基地づくりをする子どもたちとメンバー

森林を「武田の里」として開拓し、
地域交流の場に

カフェ運営プロジェクト

　学生だけでカフェを運営し、経営のマネ
ジメントを学ぶカフェ運営プロジェクト
が、名古屋学院大学において開催された全
国学生カフェサミットに参加し、地域との
連携事例を報告した。全国から集ったカ
フェを運営する学生団体とトークセッショ
ンなどで交流を深め、情報や技術を共有し
た。

サミットで地域との連携事例を報告するメンバーたち

全国学生カフェサミットに
参加

中高生の夢・笑顔実現!!プロジェクト

　平成 24 年度教育フォーラム「学校復帰
への『みちしるべ』」を、財団法人こども
教育支援財団、クラーク記念国際高等学校
と共催。不登校を克服した高校生へのイン
タビューなどを実施し、参加者からは「高
校生の体験談を聞いて希望を感じた」との
感想が寄せられた。

教育フォーラムの様子

不登校生の学校復帰をテーマとした
教育フォーラム開催

プロスポーツによる地域活性化プロジェクト・広げよう!!平和折り鶴プロジェクト・カフェ運営プロジェクト

　広島ビッグアーチで開催された「FIFA U-20 女
子ワールドカップジャパン 2012」と並行して、
サッカー文化の発展・普及を目指す「レガシープ
ログラム」が実施された。本学からは「プロスポー
ツによる地域活性化プロジェクト」「広げよう !! 平
和折り鶴プロジェクト」「カフェ運営プロジェクト」
がイベントに携わり、折り鶴での交流企画やミニ
カフェ運営、雑貨販売などで会場を盛り上げた。子どもたちと選手に渡す折り鶴のブレスレットを作るメンバーたち

FIFA U-20女子ワールドカップジャパン2012
レガシープログラムイベントを実施

食生活支援プロジェクト

　6 月、7 月の 19 日に本学第一食堂で
「HUE 野菜市」を開催した。地元農家の協
力のもと、新鮮な旬の野菜を一人暮らしの
学生対象に格安で販売。学生に地産地消に
目を向けてもらうことを目指した。次回は
平成 25 年 1 月 15 日に開催する予定だ。

新鮮な野菜を販売するメンバーたち

本学学生の食生活をサポートする
「HUE野菜市」を開催

太田川キレイキレイプロジェクト

　広島平和記念公園において広島県内の大
学生たちと協同して元安川一斉清掃を行っ
た。太田川水系である元安川でゴミ問題の
現状を把握し、環境美化の啓発活動を展開。
多くの人に太田川への関心や愛着を抱いて
もらうことを目指した。

元安川近隣でゴミを集めるメンバーたち

県内の学生と協同し、
太田川水系の元安川一斉清掃を実施

ぶらり安佐南プロジェクト

　本プロジェクトと広島文化学園大学の学
生が協力し、JR 可部線沿線をテーマに「鉄
道唱歌可部線編」の動画を制作。廃線と
なった可部―三段峡間を含む沿線の風景を
撮影・編集を本学生が担当し、その音楽を
広島文化学園大学の学生が担当。約 20 分
の作品が完成した。

可部線沿線で取材をするメンバー

産官学が連携して
JR可部線の唱歌を動画化

若旅促進プロジェクト

　広島経済大学、関西大学、大阪大学、神戸大学、
神戸松陰大学、岡山大学の学生約 50 名が鹿児
島市と県内 6 地区で若者をターゲットにした観
光ツアーの開発に取り組む「鹿児島カレッジ」
に参加した。この企画は JR 西日本と鹿児島県
が共催しているもので、本学からは 8 名が参加。
鹿屋市、垂水市の観光スポットを巡って得た情
報をもとに若者視点の観光ツアーを企画した。

実際に“キャニオリング”を体験するメンバー

JR西日本と他大学との観光イベント
「鹿児島カレッジ」に参加

東北支援プロジェクト

　「震災に遭われた方を『笑顔』にする」「震
災の記憶を忘れない」「『生命』を見つめ
る」をスローガンに、岩手県、宮城県気仙
沼大島、福島県いわき市で活動。保育園や
老人ホームでの体操などのレクリエーショ
ンや、漁業関係では漁で使用する網の修復
などを手伝い、被災者から震災体験を聞く
などさまざまな支援活動を行った。

保育園でレクリエーションをするメンバー

東日本大震災の被災地3カ所で
さまざまな支援活動を実施
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10
年
ほ
ど
前
ま
で
私
は
瀬
戸

内
の
製
塩
業
史
を
研
究
し
て
い

た
。
歴
史
的
に
申
し
ま
す
と
、

日
本
の
塩
作
り
は
、
17
世
紀
以

前
は
「
揚
げ
浜
塩
田
」
と
い
っ

て
、
海
岸
よ
り
少
し
高
い
台
地

に
砂
地
を
設
定
し
て
、
そ
こ
ま

で
海
水
を
運
び
、
そ
れ
を
砂
地

に
撒
い
て
、
乾
燥
さ
せ
て
塩
を

作
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
海
水

を
運
ぶ
労
力
が
大
変
だ
っ
た
た

め
、
こ
の
労
力
を
い
か
に
少
な

く
す
る
か
が
課
題
で
あ
っ
た
。

17
世
紀
に
な
っ
て
、
潮
の
干
満

を
利
用
し
て
海
水
を
運
ぶ
労
力

を
は
ぶ
こ
う
と
し
た
。
こ
の
時

の
課
題
は
、
土
手
を
作
る
技
術

で
あ
っ
た
。
満
潮
時
に
土
手
の

内
側
に
海
水
を
引
き
込
み
、
干

潮
時
に
海
水
を
逃
が
さ
な
い
よ

う
に
す
る
工
夫
が
必
要
で
あ

る
。
土
手
に
樋
を
作
り
、
干
満

の
差
で
、
潮
を
自
由
に
入
れ
た

り
、
出
し
た
り
で
き
る
よ
う
に

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
画
期

的
な
技
術
革
新
で
あ
っ
た
。
塩

の
大
量
生
産
が
可
能
に
な
り
、

雨
の
少
な
い
瀬
戸
内
は
、
塩
の

特
産
地
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
全

国
各
地
で
作
っ
て
い
た
塩
は
、

瀬
戸
内
の
塩
に
よ
っ
て
駆
逐
さ

れ
て
い
っ
た
。
17
世
紀
も
な
か

ほ
ど
に
な
る
と
、
瀬
戸
内
の
塩

は
下
関
海
峡
を
通
っ
て
、
北
海

道
ま
で
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
帰
り
の
船
で
昆
布
や
肥
料

用
の
鰊
粕
を
運
ん
だ
の
で
あ

る
。
こ
の
生
産
と
流
通
の
変
化

は
、
歴
史
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と

し
て
興
味
の
持
た
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

20
年
ほ
ど
し
て
製
塩
業
史
を

一
冊
の
本
に
し
て
ま
と
め
、
さ

ら
に
、
山
陰
の
大
学
に
赴
任
し

た
こ
と
も
あ
り
、
研
究
テ
ー
マ

を
が
ら
り
と
変
え
、
山
陰
で
盛

ん
で
あ
っ
た
た
た
ら
製
鉄
業
に

つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
に
し

た
。
鉄
鉱
石
の
さ
ほ
ど
な
い
日

本
で
は
、
砂
鉄
か
ら
鉄
を
作
っ

て
い
た
。
島
根
・
広
島
の
山
は

砂
鉄
を
多
く
含
ん
で
い
た
た

め
、
日
本
最
大
の
鉄
の
産
地
で

あ
っ
た
。

　

私
は
積
極
的
に
研
究
テ
ー
マ

を
変
更
し
た
と
い
う
よ
り
も
、

た
た
ら
史
料
を
所
蔵
す
る
家
の

古
文
書
を
整
理
し
、『
報
告
書
』

を
出
す
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
、
研
究
テ
ー

マ
を
「
た
た
ら
」
に
変
え
た
の

で
あ
る
。

　

島
根
は
三
大
旧
家
と
言
わ
れ

る
絲
原
家
、
櫻
井
家
、
田
部
家

が
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。
文
化

庁
と
島
根
県
、
さ
ら
に
市
や
町

は
こ
の
三
家
の
史
料
目
録
調
査

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
は
幸

運
に
も
そ
の
責
任
者
に
な
っ

た
。

　

近
世
文
書
を
対
象
に
し
た
研

究
に
そ
れ
ほ
ど
実
績
の
な
い
私

は
必
至
に
な
っ
て
古
文
書
解
読

作
業
に
取
り
組
み
、
近
世
史
や

た
た
ら
研
究
に
実
績
の
あ
る
先

学
に
学
ん
だ
。
そ
し
て
多
く
の

若
い
研
究
者
と
こ
の
三
家
の
史

料
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
し
い
「
た
た
ら
製
鉄
業

史
」
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
う
。

　

た
だ
、
定
年
を
ま
じ
か
に
し

た
人
生
の
た
そ
が
れ
時
に
、
大

学
の
環
境
は
年
々
困
難
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
こ
の
研
究
が
些

細
な
こ
と
に
思
え
て
く
る
の
が

さ
み
し
い
。

（
教
授　

日
本
経
済
史
、
日
本

経
済
史
特
論
）

相良　英輔

“
た
そ
が
れ
時
に
お
も
う
”

お
客
様
が
求
め
て
い

る
も
の
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
、
問
題
点

を
見
つ
け
て
そ
の
解

決
策
を
素
早
く
提
案

し
て
い
く
力
が
仕
事

で
は
と
て
も
重
要
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
仕
事
の
質
を

高
め
る
た
め
に
は
、

お
客
様
や
一
緒
に
仕

事
を
進
め
て
い
く
仲

間
と
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

不
可
欠
だ
と
い
う
こ

と
も
学
び
ま
し
た
。

　

授
業
で
資
料
を
ま
と
め
る
こ

と
や
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ

と
、
周
囲
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
今
ま
で
は

自
分
で「
で
き
て
い
る
」と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
そ
う
簡
単
に
通
用
し
な
い
こ

と
を
経
験
か
ら
学
び
、
自
分
の

甘
さ
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
自
分
自
身
を
客
観
的

に
見
つ
め
な
お
す
こ
と
で
、
自

分
に
足
り
な
い
も
の
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
今
回
の

研
修
に
参
加
し
た
大
き
な
収
穫

て
ハ
ワ
イ
に
来
ら
れ
た
お
客
様

の
お
出
迎
え
な
ど
を
担
当
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
英
語
で
の

電
話
対
応
で
す
。

　

あ
る
日
親
子
と
思
わ
れ
る
２

人
の
女
性
が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
携
帯
電
話
を
忘
れ

た
か
ら
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
落
し
物
で
届
い
て
い
な

い
か
電
話
し
て
、
確
認
し
て
欲

し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は

ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
電
話
番
号

を
聞
き
、
電
話
を
す
る
と
、
受

話
器
か
ら
流
暢
な
英
語
が
流

れ
、
緊
張
と
不
安
で
心
拍
数
が

い
っ
き
に
急
上
昇
し
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
普
段
話
さ

れ
て
い
る
電
話
対
応
を
思
い

出
し
な
が
ら
カ
タ
コ
ト
英
語
で

事
情
を
伝
え
ま
し
た
。
事
情
を

理
解
し
て
い
た
だ
け
、
確
認
し

て
も
ら
え
ま
し
た
が
結
局
見
つ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
見

つ
か
っ
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
と

言
い
電
話
を
切
り
ま
し
た
。
お

客
さ
ま
に
電
話
内
容
を
伝
え
る

際
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
、
見

つ
か
っ
た
と
き
は
ホ
テ
ル
の

電
話
に
連
絡
す
る
と
伝
え
る

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
実
行
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
そ

の
一
言
で
安
心
さ
れ

た
の
か
、
お
客
さ
ま

か
ら
“
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
”
と

言
っ
て
い
た
だ
き
、

少
し
で
も
役
に
立
て

た
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、

初
め
て
の
英
語
で
の

電
話
対
応
を
成
功
で

き
た
こ
と
に
達
成
感

と
喜
び
を
感
じ
ま
し

た
。

　

昨
年
は
株
式
会
社
日
本
旅
行

広
島
支
店
で
主
に
事
務
の
業
務

を
経
験
し
ま
し
た
。
大
学
で
は

国
際
交
流
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し

て
お
り
、
海
外
に
行
っ
て
み
た

い
と
い
う
気
持
ち
も
強
か
っ
た

の
で
、
今
年
は
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
で
の
研
修
は
接
客
業

務
を
中
心
と
し
て
、
米
国
法
人

日
本
旅
行
ハ
ワ
イ
が
期
間
限
定

で
開
催
す
る
カ
フ
ェ
で
の
運
営

実
習
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

の
申
し
込
み
の
受
付
け
、
そ
し

　

お
客
様
と
接
す
る
な
か
で
、

常
に
お
客
様
の
視
点
に
立
ち
、

「
今
、
自
分
に
で
き
る
精
一
杯

の
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
」
を
考
え

て
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
員
の
方
々
か
ら

は
、
仕
事
の
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
で

な
く
、
海
外
で
働
く
道
を
選
ん

だ
理
由
や
仕
事
の
や
り
が
い
な

ど
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
、
自
分
の
将
来
を
考

え
る
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
て
、
私
の
一
番

の
課
題
は
英
語
力
だ
と
痛
感

し
、
卒
業
ま
で
に
「
語
学
留
学

を
す
る
」
と
い
う
新
た
な
目
標

が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上

に
、
留
学
生
と
積
極
的
に
交
流

し
て
英
語
力
を
磨
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
野
球
に
取
り
組

ん
で
き
た
私
に
と
っ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
用
品
や
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ

ア
は
と
て
も
身
近
な
も
の
で
し

た
。
そ
う
し
た
商
品
を
開
発
す

る
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
で
の
仕
事

を
経
験
し
て
み
た
い
と
思
い
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
が
社
会

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
が

広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

将
来
の
進
路
に
つ
い
て
も
、
以

前
は
「
野
球
が
好
き
だ
か
ら
、

野
球
用
品
を
つ
く
る
仕
事
に
携

わ
り
た
い
」
と
漠
然
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
人
た
ち
に
必
要
と
さ

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
開
発
す

る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
、
自

信
を
持
っ
て
言
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
確
に
見
え
て
き
た

こ
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
、
日
々
の
生
活
の

な
か
で
今
や
る
べ
き
こ

と
を
見
据
え
て
、
失
敗

を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

自
分
な
り
の
新
た
な
視

点
を
加
え
て
、
新
し
い

モ
ノ
や
価
値
を
創
造
し

て
い
け
る
人
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
実
際
の
社
会
で
ど
の
よ
う
な

ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を

学
べ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
こ
こ
で
得
た
学
び
を
活
か

し
て
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
力

を
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

た
。
建
設
会
社
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
選
ん
だ
の
は
、
人

間
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い「
衣
」

「
食
」「
住
」
の
中
で
も
建
築
や

イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
「
住
」
の

分
野
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。

　

研
修
で
は
、
受
付
業
務
や
書

類
作
成
、
関
連
会
社
を
訪
問
す

る
営
業
な
ど
を
経
験
し
た
ほ

か
、
土
地
の
有
効
利
用
を
テ
ー

マ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

の
研
修
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

研
修
先
／
清
水
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　

広
島
支
店

経営学科 2 年
六鹿 志保さん

広島県／呉三津田高校出身

国
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

社
会
で
求
め
ら
れ
る

力
を
磨
い
た

　

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
と

は
何
か
？　

社
会
に
出
て
働
く

う
え
で
の
心
構
え
と
は
何
か
？

　

自
分
に
と
っ
て
鍛
え
て
お
く

べ
き
力
は
何
か
？　

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は
、
私
の
知
り
た
い

こ
と
を
体
験
的
に
学
べ
る
チ
ャ

ン
ス
だ
と
思
い
、
参
加
し
ま
し

研
修
先
／
米
国
法
人
日
本
旅
行

　
　
　
　

ハ
ワ
イ

経営学科 3 年
新本 祥子さん
広島県／高陽高校出身

海
外
で
学
ん
だ

お
も
て
な
し
の
心

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

研
修
先
／
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社

　
　
　
　

広
島
営
業
所

スポーツ経営学科 2 年
花岡 寛斗さん
広島県／大門高校出身

将
来
の
夢
が

よ
り
明
確
に

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
Ⅱ

希
望
や
自
信 

自
分
磨
き　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告

　

企
業
や
公
共
機
関
な
ど
で
就
業
体
験
に
取
り
組
む
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
将
来
を
見
据
え
て
自
分
を
磨

こ
う
と
、
今
年
も
多
く
の
学
生
が
参
加
し
た
。
各
支
援
企
業
の
絶
大
な
ご
協
力
の
も
と
、
充
実
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
体
験
し
た
３
名
の
学
生
に
よ
る
体
験
報
告
を
紹
介
す
る
。

に
出
て
何
が
で
き
る
の
か
を
試

し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
も

あ
り
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
研

修
に
臨
み
ま
し
た
。

　

実
際
の
業
務
を
体
験
し
て
み

て
、
学
生
生
活
と
は
全
く
違
う

環
境
で
初
め
て
の
作
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
こ
ん
な
に
も
緊
張

す
る
も
の
か
と
、
自
分
で
も
驚

き
ま
し
た
。
伝
票
の
情
報
を
パ

ソ
コ
ン
で
打
ち
込
ん
で
い
く
と

き
、「
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
が

会
社
の
損
失
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
考
え
る
と
、
作

業
は
自
然
と
慎
重
に
な
り
ま
し

た
。
営
業
に
同
行
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
き
に
は
、「
商
品
の

魅
力
を
自
分
な
ら
ど
の
よ
う
に

伝
え
る
か
」
を
考
え
、
社
員
の

方
を
観
察
し
な
が
ら
「
伝
え
る

技
術
」
を
学
び
ま
し
た
。
自
分

の
力
不
足
を
痛
感
し
、
落
ち
込

む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
社

員
の
方
々
が
と
て
も
丁
寧
に
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
最

後
ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
今
ま

で
の
「
消
費
者
」
か
ら
、
商
品

を
つ
く
る
「
企
業
」
の
視
点
で

商
品
や
世
の
中
を
見
る
こ
と
が

米国法人日本旅行ハワイにて研修に励む新本さん

ミズノ株式会社で事務業務の研修中の花岡さん（左）

清水建設株式会社の企業研修でプレゼンをする六鹿さん

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

社
員
の
方
々
を
観
察
し
、
ど

ん
な
こ
と
に
も
柔
軟
に
対
応
し

て
い
る
姿
を
見
て
、
自
分
が
目

指
す
社
会
人
像
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
い
て
い
く

た
め
に
、「
何
事
も
ま
ず
行
動

に
移
し
て
み
よ
う
」
と
物
事
に

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
気
持
ち
に
な
れ
た
の
も
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
経
験
を
積
む
こ
と
が
自
分

　

平
成
24
年
度
保
護
者
会
秋
季

役
員
会
が
、
去
る
10
月
19
日
、

川
村
慎
二
保
護
者
会
長
を
は
じ

め
61
名
の
出
席
の
も
と
、
広
島

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
広
島
市
東

区
光
町
）
で
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
役
員
会
は
、
保
護
者
会
規
約

第
11
条
に
よ
り
、
保
護
者
会
総

会
に
代
わ
る
会
と
な
る
も
の
。

　

役
員
会
で
は
、
川
村
保
護
者

会
長
、
前
川
功
一
学
長
（
名
誉

会
長
）
の
挨
拶
に
続
き
、
学
事

報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
前
川
学
長
か
ら
は
、

少
子
化
対
策
・
大
学
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
た
め
の
女
子
学
生
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
他
、
学
生
面

談
を
重
視
し
た
新
し
い
サ
ポ
ー

ト
体
制
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。 中

退
予
防
成
果
な
ど
報
告　
秋
季
保
護
者
役
員
会

　

次
に
、
木
村
学
務
セ
ン
タ
ー

部
長
か
ら
退
学
・
除
籍
者
お
よ

び
休
学
者
数
の
傾
向
と
フ
ォ

ロ
ー
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

続
い
て
、
村
山
教
育
・
学
習
支

援
セ
ン
タ
ー
部
長
か
ら
、
初
年

次
教
育
、
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー

ト
、
中
退
予
防
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
特

に
、
中
退
予
防
に
つ
い
て
は
、

教
育
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
、

学
務
セ
ン
タ
ー
教
務
課
、
ゼ
ミ

担
当
教
員
が
連
携
し
て
欠
席
者

な
ど
の
確
認
、
連
絡
、
面
接
な

ど
に
あ
た
っ
て
お
り
、
23
名
の

復
帰
に
繋
が
っ
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　

梶
山
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
次

長
か
ら
は
、
９
月
末
時
点
で
の

内
定
状
況
（
64
・
５
％　

昨
年

比
＋
4.1
）、
平
成
24
年
度
進
路
・

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
他
、
髙
田
入
試
広
報
室

長
か
ら
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
参
加
状
況
や
Ａ
Ｏ
入
試
結

果
な
ど
に
つ
い
て
、
中
村
興
動

館
副
館
長
か
ら
は
興
動
館
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
松
井
事
務
局
長
か

ら
大
学
創
立
50
周
年
へ
向
け
た

事
業
基
金
特
別
会
計
の
設
置
と

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
に
つ
い

て
、
又
、
学
校
法
人
に
対
す
る

寄
附
に
係
る
税
の
優
遇
措
置
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

の
成
長
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と

を
実
感
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

研
修
先
で
の
経
験
を
今
後
の

大
学
生
活
に
も
活
か
し
、
課
題

を
乗
り
越
え
て
い
く
精
神
力
を

さ
ら
に
磨
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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去
る
９
月
16
日
、
興
動
館
Ｈ

Ｕ
Ｅ 

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
「
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
」

に
お
い
て
、
長
谷
川
ゼ
ミ
の
学

生
９
名
と
「
カ
フ
ェ
運
営
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
生
３
名
、「
広

げ
よ
う
!!
平
和
折
り
鶴
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
生
３
名
が
、

被
爆
ピ
ア
ノ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
の
目
的
の
ひ
と
つ

は
、原
爆
の
被
害
を
受
け
た「
被

爆
ピ
ア
ノ
」
の
演
奏
を
通
じ

て
、
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
の
提
供
。
も

う
１
つ
は
、
被
爆
ピ
ア
ノ
を
修

復
し
て
、
全
国
で
の
演
奏
活
動

や
東
北
で
の
被
災
地
支
援
な
ど

に
取
り
組
む
広
島
市
安
佐
南
区

在
住
の
ピ
ア
ノ
調
律
師
・
矢
川

光
則
さ
ん
の
活
動
を
、
募
金
活

動
を
通
し
て
支
援
す
る
こ
と
で

学
内
カ
フ
ェ
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

被爆ピアノで連弾演奏する親子

　

11
月
３
日
・
４
日
の
両
日
、

第
45
回
経
大
祭
が
開
催
さ
れ

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
Ｐ
Ｕ

Ｚ
Ｚ
Ｌ
Ｅ
」。
こ
の
テ
ー
マ
に

は
、「
大
学
祭
に
関
わ
る
全
て

の
方
々
を
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
に

例
え
、
皆
さ
ま
方
と
の
繋
が
り

を
表
現
し
、
大
き
な
絵
を
皆
さ

ま
と
一
緒
に
完
成
さ
せ
た
い
」

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た

２
日
間
は
両
日
と
も

学
生
た
ち
が
催
し
た

ス
テ
ー
ジ
や
文
化

展
な
ど
始
終
盛
り
上

が
り
を
み
せ
、
中
に

は
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
模
擬
店
も
あ
っ

た
。

　

特
に
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
人
気
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
や
芸

人
に
よ
る
ラ
イ
ブ
の

効
果
も
あ
り
、
今
ま

で
に
な
い
来
場
者
数

を
記
録
し
た
。

ステージの様子

　漫画研究部では、漫画をはじ
めとするサブカルチャーへの理
解を深めることを目指し、さま
ざまな活動に取り組んでいます。
毎年春と冬には作品展示会を開

催。また、大学祭では作品展示のほか、部員全員で部誌を作り、配布しています。
今年の6月からは、漫画研究部の有志メンバーが安田女子大学や広島修道大学の
学生たちとプロジェクトを立ち上げ、安佐南区をピーアールするイメージキャラ
クターの制作に取り組むなど、他大学との交流も積極的に行っています。
　現在は1年生が10名入部し、2年生2名、3年生9名、4年生6名の合計27
名で活動しています。漫画研究部が大切にしているのは、部員同士が何でも意見
を言い合える環境です。先輩、後輩の垣根を越えて自由な発想で意見を交わして
いくことが、魅力ある作品づくりにつながっていくと考えています。
　皆さんも、個性豊かな仲間たちとともに発想力や表現力を磨いていきましょう。
漫画を描くのが好きな方、絵を描くのは苦手だけれど見るのが好きという方、ぜ
ひ一度遊びに来てください。

活動日・時間／月～金（9:00～ 20:00頃）・土（ときどき活動あり）
場所／第1クラブハウス2階
活動内容／学内展示（春）、大学祭での展示、部誌の配布、合同発表会展示（冬）、

他大学と連携したキャラクターの制作

個性豊かな
作品をつくろう！

漫画研究部

サ
ー
ク
ル
戦
績

　

広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
が
開
催

し
た
「
学
生
向
け
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
」
に
本
学
の
１
年
生
と

３
年
生
ら
８
名
が
参
加
し
た
。

本
学
の
他
に
福
山
大
学
、
安
田

女
子
大
学
、
広
島
国
際
大
学
か

ら
合
わ
せ
て
計
26
名
の
学
生
が

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
制
作
に
取

り
組
ん
だ
。
放
送
局
と
大
学
生

が
一
緒
に
番
組
制
作
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
特
性

を
理
解
し
豊
か
に
表
現
す
る
力

（
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
）
を

互
い
に
高
め
る
こ
と
が
大
き
な

目
的
だ
。

　

放
送
局
で
の
講
義
は
10
月
６

日
、
13
日
、
20
日
、
27
日
の
合

計
４
回
あ
り
、
学
生
た
ち
は
バ

ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
作
り
方
や
演

出
技
法
を
学
び
な
が
ら
撮
影
や

編
集
に
取
り
組
ん
だ
。
本
学
の

学
生
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

れ
て
番
組
を
制
作
し
、
１
年
生

は
「
ゲ
テ
モ
ノ
を
食
べ
て
み
よ

う
」、
３
年
生
は
「
大
学
教
授

と
学
生
が
ジ
ャ
ン
ケ
ン
対
決

し
、
敗
者
が
食
事
を
ご
ち
そ
う

す
る
」
と
い
う
企
画
で
撮
影
に

臨
ん
だ
。
し
か
し
、
実
際
の
撮

影
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
映

像
が
撮
れ
な
か
っ
た
り
、
予
定

し
て
い
た
食
材
を
用
意
で
き
ず

に
企
画
を
変
更
し
た
り
と
苦
戦

の
連
続
。「
撮
影
や
編
集
は
ス

ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。
撮
影
し
た
映
像
も

人
に
よ
っ
て
面
白
い
と
思
う
ポ

園町商工会との合同開会式で挨拶をする実行委員長の松尾大さん

　

10
月
28
日
、
興
動
館
に
お

い
て
「
第
７
回

園
・
興
動
祭

“
愛
”」
が
開
催
さ
れ
た
。
実
施

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
地
域

住
民
の
方
々
や
学
生
な
ど
約

４
千
名
に
ご
来
場
い
た
だ
い

た
。

　

当
日
の
催
し
と
し
て
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
神
楽
な
ど
が
催
さ
れ
、

館
外
イ
ベ
ン
ト
で
は
縁
日
や
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
餅
つ
き
大
会

が
実
施
さ
れ
た
。
館
内
で
は
、

「
お
化
け
屋
敷
」
や
「
愛
が
あ

ふ
れ
る
絵
画
展
」「
シ
ャ
ボ
ン

玉
実
験
室
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
昨
年
同
様

「

園
商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
同
時
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
場
を
行
き
交
う
沢
山
の
来
場

者
で
１
日
中
賑
わ
っ
た
。

バラエティ番組の内容を提案している学生たち

あ
る
。

　
「
昨
年
、被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
東
北
を
訪
れ
、
広
島
に

戻
っ
て
き
て
か
ら
も
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
ず
っ
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

矢
川
さ
ん
が
東
北
支
援
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
語
っ

た
の
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
山
田
広
輝
さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年
・
広
島
県

／
呉
商
業
高
校
出
身
）。

　

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
は
、
安
佐

南
区
の
ピ
ア
ノ
教
室
の
生
徒
や

イ
ン
ト
が
違
い
、
特
に
編
集
は

苦
労
し
ま
し
た
」
と
話
す
の
は

伊
藤
広
樹
さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
３
年
・
広
島
県
／

園
北
高
校
出
身
）。
視
聴
者

が
ど
う
し
た
ら
笑
っ
て
く
れ
る

の
か
、
な
ぜ
こ
の
映
像
が
面
白

い
の
か
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
同
士

で
と
こ
と
ん
話
し
合
い
、
５
分

　

広
島
県
立
美
術
館
特
別
展

「
お
い
で
よ
！　

絵
本
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
２
０
１
２
」
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
本
学
の
学
生

が
企
画
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
絵
本
の
『
お
び
』
を
デ
ザ

イ
ン
し
よ
う
！
」
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
『
お
び
』
づ
く
り

は
、
本
学
の
講
義
「
メ
デ
ィ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
特
講
：
メ
デ
ィ
ア
リ

テ
ラ
シ
ー
」
で
井
上
洋
平
さ

ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

４
年
・
広
島
県
／
大
崎
海
星
高

校
出
身
）
と
秋
田
竜
さ
ん
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
４
年
・

広
島
県
／
熊
野
高
校
出
身
）
が

考
案
し
た
。
本
を
選
ぶ
際
に
参

考
に
し
て
い
た
『
お
び
』
に
注

目
し
、
思
わ
ず
手
に
取
り
た
く

な
る
『
お
び
』
を
自
分
た
ち
で

つ
く
ろ
う
と
考
え
た
。
美
術
館

で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
講

義
を
担
当
し
た
土
屋
祐
子
准
教

授
か
ら
の
提
案
で
実
現
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
対
象
は

小
学
生
。『
お
び
』
づ
く
り
の

目
的
や
工
程
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
に
言
葉
や
言
い
回

し
を
工
夫
し
、
事
前
に
完
成
品

の
見
本
を
用
意
す
る
な
ど
、
土

屋
ゼ
ミ
の
学
生
５
名
で
準
備
を

整
え
た
。

　

８
月
12
日
と
18
日
の
２
日
間

「おび」の作り方を指導する学生

コ
ー
ラ
ス
隊
、
広
島
文
化
学
園

大
学
の
学
生
が
奏
で
る
音
楽
に

来
場
者
が
聞
き
入
っ
た
。ま
た
、

来
場
者
や
出
演
者
な
ど
全
員
で

『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
を
大

合
唱
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
幕
を

閉
じ
た
。

　
「
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
涙
が
心

に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
本
当

に
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
平
和
へ
の
思
い
が
ひ
と

つ
に
な
っ
た
瞬
間
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
山
田
さ

ん
。
今
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

は
未
定
だ
が
、「
ま
た
開
催
し

た
い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

８
人
、演
出
や
編
集 

苦
心
も

Ｔ
Ｖ
局
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
制
作

の
開
催
で
約
40
名
が
参
加
し

た
。
本
は
多
く
の
小
学
生
が

知
っ
て
い
る『
桃
太
郎
』や『
シ

ン
デ
レ
ラ
』
な
ど
を
用
い
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
配
ら
れ
た
無

地
の
紙
に
文
字
や
絵
、シ
ー
ル
、

折
り
紙
な
ど
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
『
お
び
』
を
つ
く
り
、

最
後
に
各
自
が
工
夫
し
た
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
発
表
し
た
。

　
「
初
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

30
秒
の
番
組
が
完
成
し
た
。
伊

藤
さ
ん
は
、「
実
践
の
な
か
で

伝
え
る
面
白
さ
と
難
し
さ
を
学

び
ま
し
た
。
演
出
と
編
集
の
ア

イ
デ
ア
を
活
か
し
て
今
後
の
学

び
を
さ
ら
に
深
め
た
い
で
す
」

と
語
っ
た
。
学
生
た
ち
の
今
後

の
活
動
に
期
待
し
た
い
。

プ
の
開
催
は
、
全
て
が
手
探
り

で
苦
労
の
連
続
で
し
た
。
し
か

し
、
子
ど
も
た
ち
が
嬉
し
そ
う

に
親
に
作
品
を
見
せ
て
い
る
姿

を
見
て
、
す
べ
て
の
苦
労
が
報

わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
」
と
井

上
さ
ん
は
振
り
返
っ
た
。

　

学
生
た
ち
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企

画
が
地
域
を
巻
き
込
ん
で
実
現

し
て
い
く
こ
と
に
今
後
も
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。

○
空
手
道
部

▽
第
56
回
全
日
本
大
学
空
手
道

選
手
権
大
会
出
場

○
サ
ッ
カ
ー
部

▽
第
67
回
国
民
体
育
大
会
サ
ッ

カ
ー
競
技
出
場
＝
甲
田
隼
大

（
広
島
県
成
年
選
抜
）

○
陸
上
競
技
部

▽
天
皇
賜
盃
第
81
回
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
出

場
＝
【
女
子
１
０
０
㍍
】
松
尾

紗
也
可
【
女
子
２
０
０
㍍
】
尾

原
菜
月
【
女
子
４
０
０
㍍
】
才

野
直
美
【
女
子
４
×
１
０
０
㍍

リ
レ
ー
】
一
安
佑
希
恵
・
才
野

直
美
・
松
尾
紗
也
可
・
尾
原
菜

月
【
女
子
４
×
４
０
０
㍍
リ

レ
ー
】
松
尾
紗
也
可
・
才
野
直

美
・
尾
原
菜
月
・
林
舞
美
▽
第

67
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

出
場
＝
【
女
子
１
０
０
㍍
】
松

尾
紗
也
可

▽
第
28
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
出
場
＝
【
女

子
円
盤
投
】
白
井
絵
梨　

39
㍍

25
（
13
位
）

○
卓
球
部

▽
第
79
回
全
日
本
大
学
総
合
卓

球
選
手
権
大
会
出
場
＝
【
シ
ン

グ
ル
ス
】
岡
本
義
崇

「
繋
が
り
」最
高  

第
45
回
経
大
祭

被
爆
ピ
ア
ノ
、東
北
復
興
願
う

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
取
り
組
み
多
彩
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資
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・
能
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等
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彰
者

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
の

「
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の

倫
理
憲
章
」
の
見
直
し
に
よ

り
、
企
業
の
新
卒
採
用
に
関

す
る
広
報
活
動
の
開
始
時
期
が

従
来
の
10
月
か
ら
12
月
へ
と
変

更
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
25
年

３
月
卒
業
生
の
就
職
活
動
か
ら

だ
。
こ
の
変
化
の
一
年
を
乗
り

切
り
、
内
定
を
獲
得
し
た
４
年

次
生
の
声
が
本
学
の
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
内
定
を
獲
得
し
た
４
年

次
生
の
体
験
談
は
後
輩
に
と
っ

て
貴
重
な
情
報
源
。そ
の
た
め
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
内

定
者
か
ら
の
喜
び
の
声
だ
け
で

な
く
、
就
職
活
動
で
の
成
功
談

や
失
敗
談
、
実
際
の
就
職
活
動

の
進
め
方
、
面
接
で
聞
か
れ
た

質
問
項
目
な
ど
、
就
職
活
動
に

関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
「
入
社
試
験
報
告
書
」
と
し

て
ま
と
め
て
い
る
。
入
社
試
験

報
告
書
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

の
就
職
関
連
資
料
の
コ
ー
ナ
ー

▽
学
長
表
彰
者

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
【
７
０
０
点
以

上
】
李
天
然
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報

学
科
３
年
）【
６
０
０
点
以
上
】

レ
ー
テ
ィ
ウ
ン
ド
ン
（
国
際
地

域
経
済
学
科
４
年
）・
張
紀
凱

（
経
営
学
科
３
年
）・
水
口
直
也

（
経
済
学
科
１
年
）

▽
学
部
長
表
彰
者

●
日
商
簿
記
検
定
【
２
級
】
片

平
友
美
（
国
際
地
域
経
済
学
科

４
年
）、
中
井
健
登
（
経
済
学

科
３
年
）、
二
宮
夏
樹
（
経
営

学
科
３
年
）、佐
々
木
正
法
（
経

営
学
科
３
年
）、立
本
千
絵
（
経

営
学
科
３
年
）、松
崎
翔
悟
（
経

営
学
科
２
年
）、藤
井
崇
正
（
経

営
学
科
２
年
）、井
口
大
資
（
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
２
年
）

●
日
本
語
検
定
【
２
級
】
村
田

一
貴
（
経
済
学
科
２
年
）

●
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
技
能
検
定
【
２
級
】

高
橋 

勇
次
（
経
営
学
科
３
年
）

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
【
５
０
０
点
以

上
】
胡
セ
ン
（
大
学
院
後
期
課

程
）、
藤
田
昇
吾
（
経
済
学
科

２
年
）

●
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト　

松
浦
公

輝（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
２
年
）

●
サ
ー
ビ
ス
接
遇
実
務
検
定

【
準
１
級
】
深
澤
菜
々
実
（
経

営
学
科
３
年
）【
２
級
】
平
手

里
沙
（
経
済
学
科
４
年
）、
戸

　

第
５
回「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

で
は
、「
４
年
生
が
語
る
“
私

の
就
職
活
動
”
～
私
は
こ
れ
で

成
功
し
た
～
」
と
題
し
、
内
定

を
獲
得
し
た
４
年
次
生
５
名
が

各
自
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
の

実
体
験
を
語
っ
た
。
今
回
参
加

し
た
４
年
次
生
の
内
定
先
は
、

情
報
通
信
、
農
林
水
産
関
連
業

界
、
金
融
、
ア
パ
レ
ル
な
ど
幅

広
い
。
就
職
活
動
を
い
つ
か
ら

始
め
た
の
か
、
筆
記
試
験
対
策

や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
た
の
か
、
面
接
試

験
で
の
失
敗
談
や
自
己
分
析
で

先
輩
の
体
験
を
聞
き

心
の
準
備
を

見
え
て
き
た
こ
と
、
就
職
活
動

で
苦
労
し
た
こ
と
や
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
乗
り
越
え
た
か
な
ど

を
語
っ
た
。

　

な
か
で
も
「
自
分
が
思
う
、

内
定
を
獲
得
し
た
勝
因
」
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
内
定
者
だ
け

に
メ
ン
タ
ル
面
で
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
多
く
、
３
年
次
生
を
勇
気

づ
け
る
も
の
だ
っ
た
。

　
「
筆
記
試
験
や
面
接
で
不
採

用
が
続
い
た
時
は
と
て
も
落
ち

込
み
ま
し
た
。
悔
し
く
て
、
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
こ
と
す
ら
『
な

か
っ
た
こ
と
に
し
た
い
』
と
思

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
今

こ
う
し
て
内
定
を
い
た
だ
け
た

の
は
、
そ
の
時
に
自
分
の
弱
さ

か
ら
逃
げ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。『
逃
げ
た
い
』
と

思
っ
た
時
こ
そ
成
長
の
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」。
就
職
活
動
の
厳
し
さ

を
力
強
く
乗
り
越
え
て
き
た
先

輩
の
言
葉
に
、
多
く
の
３
年
次

生
が
頷
い
た
。

　

ま
た
、「
最
後
ま
で
粘
り
強

く
夢
を
追
い
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、『
こ
ん
な
風
に
働

き
た
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

明
確
に
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
選
考
が
う
ま
く
進

ま
な
く
て
も
、ブ
レ
な
い
軸（
目

標
）
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い

れ
ば
、
い
つ
か
そ
の
情
熱
を
伝

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
、

目
標
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

伝
え
る
言
葉
は
就
職
活
動
を
終

え
た
４
年
次
生
だ
か
ら
こ
そ
の

説
得
力
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、「
先
輩
や
先
生
に

た
く
さ
ん
相
談
し
た
こ
と
が
、

最
後
ま
で
前
向
き
に
就
職
活
動

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
就
職
活
動
は
時
に

孤
独
な
戦
い
で
す
。
で
も
、
広

島
経
済
大
学
に
は
ゼ
ミ
の
先
生

や
相
談
で
き
る
先
輩
が
た
く
さ

ん
い
る
の
で
、
積
極
的
に
相
談

セ
ミ
ナ
ー
開
催
や

個
別
相
談
も
実
施

　

平
成
26
年
３
月
卒
業
生
を
対

象
と
し
た
企
業
の
求
人
情
報
の

公
開
、
エ
ン
ト
リ
ー
の
受
付
、

会
社
説
明
会
な
ど
が
平
成
24
年

12
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ

た
。
本
学
で
は
人
事
担
当
者
か

ら
最
新
の
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
選
考
内
容
な
ど
を
詳
し
く
聞

く
こ
と
が
で
き
る
「
企
業
研
究

セ
ミ
ナ
ー
」
を
12
月
に
全
14
回

開
催
す
る
ほ
か
、
２
月
に
は
本

学
の
学
生
を
採
用
し
た
い
と
い

う
企
業
が
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
説
明
会
を
行
う
「
学
内
合
同

企
業
説
明
会
」
を
５
回
に
わ

た
っ
て
開
催
す
る
。

　

９
月
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

４
年
次
生
の
話
を
参
考
に
し
っ

か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
る
学

生
は
多
い
が
、
ま
だ
準
備
が
で

き
て
い
な
い
学
生
に
は
個
別
相

談
や
学
内
で
開
催
す
る
各
種
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
継
続
的
に

促
し
て
い
く
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

内
定
者
の
体
験
談
を
ま
と
め
た

冊
子
「
私
の
就
職
活
動
」や
、学

生
た
ち
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
実
例
集
、
履
歴
書
の
書
き
方

の
詳
し
い
解
説
書
な
ど
も
作
成

し
、
学
生
は
自
由
に
閲
覧
で
き

る
。
個
別
相
談
や
模
擬
面
接
な

ど
も
設
け
、
学
生
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
就
職
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
学
生
の
視

就職内定者によるガイダンスの様子

学長表彰者

いざ就活 3年次生に勇気を

生涯スポーツ学会「シンポジウム」の様子

谷
翔
（
経
済
学
科
３
年
）、
黒

田
有
貴
（
経
済
学
科
３
年
）、

高
橋
勇
次
（
経
営
学
科
３
年
）、

新
見
瞬
也
（
経
営
学
科
３
年
）、

原
早
也
香
（
経
営
学
科
３
年
）、

山
田
真
作
夫
（
経
済
学
科
２

年
）、
西
山
美
優
貴
（
経
営
学

科
２
年
）、
矢
口
翔
太
（
経
営

学
科
２
年
）、
渡
邊
太
貴(

ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
２
年)

に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
、
学
生

は
誰
で
も
閲
覧
可
能
だ
。
そ
の

中
か
ら
抜
粋
し
て
冊
子
に
し
た

「
私
の
就
職
活
動
」
を
９
月
27

日
に
開
催
し
た
第
５
回
「
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
出
席
者
に
配

付
し
た
。

し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
３
年
次

生
を
安
心
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う

な
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
た
。

　

な
か
に
は
、「
面
接
試
験
は

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
面

接
の
前
に
は
い
つ
も
家
族
や
友

達
に
電
話
し
て
心
を
落
ち
着
か

せ
て
い
ま
し
た
。
緊
張
し
た
時

に
『
い
つ
も
の
自
分
』
を
取
り

戻
せ
る
よ
う
、
自
分
な
り
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
方
法
を
持
っ
て
お
く

と
い
い
で
す
よ
」
と
い
っ
た
実

際
の
面
接
直
前
の
経
験
を
も
と

に
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、

就
職
活
動
の
参
考
に
な
る
意
見

が
多
く
聞
か
れ
た
。

広田　堅志

　

光
陰
矢
の
ご
と
し
と
云
わ
れ

る
が
、
本
学
の
教
員
に
な
っ
て

早
く
も
７
年
に
な
る
。
本
学
の

学
部
、
大
学
院
で
過
ご
し
た
時

間
を
足
せ
ば
、
通
算
19
年
と
な

る
歳
月
は
一
人
の
人
生
か
ら
す

れ
ば
決
し
て
短
い
と
言
え
な
い

だ
ろ
う
。
本
学
で
過
ご
し
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
ゼ
ミ
と
い
う

存
在
は
か
な
り
甚
大
な
も
の
で

あ
っ
た
。

　

私
は
学
部
の
時
か
ら
大
学
院

ま
で
ず
っ
と
同
じ
ゼ
ミ
に
所
属

し
て
い
た
。
学
生
時
代
の
ゼ
ミ

を
通
し
て
学
ん
だ
研
究
・
教
育

の
手
法
、
考
え
方
は
自
分
の
人

生
観
、
価
値
観
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
少

し
乱
暴
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、

勉
強
は
ど
こ
で
で
も
で
き
る

が
、
精
神
的
な
影
響
を
含
む
良

質
な
研
究
と
教
育
は
ど
こ
で

で
も
受
け
ら
れ

る
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と

だ
。

　

短
気
で
、
焦

り
が
ち
な
私

は
、
ゼ
ミ
の
恩

師
に「
研
究
は
、

ど
こ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
も

よ
い
が
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
そ

の
分
野
全
体
に

対
す
る
研
究
に

な
る
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
大
き
な
樫

（
か
し
）
の
木
も
小
さ
な
ド
ン

グ
リ
か
ら
と
い
う
意
味
で
し
ょ

う
か
。
焦
ら
ず
、
慌
て
ず
、
諦

「知の創造、ゼミからゼミへ」

め
ず
に
着
実
に
研
究
に
取
り

組
む
姿
勢
は
、
人
生
を
営
む

上
で
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
通

用
す
る
の
だ
と
思
う
。

　
「
木
を
見
て
、
森
を
見
ず
」

に
勉
強
す
る
私
た
ち
ゼ
ミ
生

に
対
し
、
恩
師
は
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
手
法
を
実
践
し
、
物

事
の
一
部
や
細
部
に
捉
わ
れ

ず
、
全
体
を
見
失
わ
ず
に
俯

瞰
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
中

で
私
に
と
っ
て
も
っ
と
も
高

い
学
修
効
果
を
上
げ
た
研
究
・

教
育
手
法
と
は
、
大
量
な
学

術
文
献
資
料
の
翻
訳
作
業
だ
。

一
見
遠
回
り
す
る
よ
う
な
学

修
方
法
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

実
は
翻
訳
と
い
う
学
修
方
法

は
、
知
識
の
伝
承
だ
け
で
な

く
、
知
識
へ
の
探
求
心
、
専

門
知
識
の
向
上
、
人
格
の
養

成
と
い
う
３
つ
を
、
ゼ
ミ
生

が
主
体
的
に
三
位
一
体
で
学

修
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

い
ま
、
ゼ
ミ
を
通
し
て
伝

授
さ
れ
て
き
た
研
究
・
教
育

の
手
法
、
考
え
方
は
、
ま
た

ゼ
ミ
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
学

窓
を
巣
立
っ
て
い
く
ゼ
ミ
生

た
ち
が
自
ら
そ
れ
を
実
践
し

て
い
る
。
知
の
創
造
へ
の
取

り
組
み
は
、
ゼ
ミ
か
ら
ゼ
ミ

へ
と
引
き
継
い
で
い
く
。

（
准
教
授　

経
済
入
門
、
現
代

中
国
経
済
事
情　

ほ
か
）

66

　

10
月
27
、
28
日
、
本
学
に
お

い
て
「
日
本
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学

会
第
14
回
大
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

大
会
に
は
学
会
員
は
も
と
よ

り
、
海
外
か
ら
の
招
聘
講
師
を

は
じ
め
、
全
国
か
ら
、
ま
た
広

島
で
生
涯
に
わ
た
る
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
理
論
と
実
践

の
両
面
に
わ
た
り
研
鑽
・
尽
力

さ
れ
て
い
る
方
々
が
１
３
２
名

参
加
し
た
。

　

当
日
はProf. Mike Huggins 

氏
（
英
国
・
カ
ン
ブ
リ
ア
大
学

名
誉
教
授
）
に
よ
る
「
英
国
の

ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
」
と
題
し
た

基
調
講
演
を
は
じ
め
、
２
つ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
ま
た
36
題
の
研
究

発
表
が
行
わ
れ
た
。
学
会
運
営

で
は
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
教
員

と
一
期
生
・
二
期
生
の
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
実
行
委
員
会
と
し
て

務
め
た
。

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
会
」 

132
人
集
う

点
に
立
っ
た
支
援
が
高
い
内
定

率
の
維
持
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

学部長表彰者

充
実
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

４
年
生
の
就
活
体
験
談
で
一
年
後
を
イ
メ
ー
ジ



広 島 経 済 大 学 広 報第 118 号 （�）平  成  24  年  12  月  20  日

◆広島経済大学経済研究論集  第35巻 第2号（2012年9月）
【論　説】
最適制御問題における保存則の新しい導出法
　―拘束条件つき極値問題の一般化― 三村　文武（教　授）
買収防衛策導入企業における短期株価異常リターンと
　経営者の利益調整行動 重本　洋一（准教授）
【研究集会報告】
19世紀前半バーデン大公国における広軌鉄道の成立 竹林　栄治（准教授）
◆広島経済大学研究論集　第35巻　第2号（2012年9月）
【論　説】
地域大学のブランディングにおける「オープンキャンパス」の役割 
　―参加学生のサーベイランス結果からの考察― 青木　孝次（准教授）
教職に関する科目「教職入門」の教授方法・内容の
　充実・改善に関する一考察 
　―教職課程学生の進路選択を支援する取り組みについて― 志々田 まなみ（准教授）
 天野 かおり（尚絅大学准教授）
教職に関する科目「教育原理」の教授方法・内容の
　充実・改善に関する一考察 
　―「教職の意識」をめぐる教育思想に着目して― 志々田 まなみ（准教授）
 天野 かおり（尚絅大学准教授）
高等学校「簿記」における商品売買の
　指導に関する研究（Ⅳ） 餅川　正雄（准教授）
スポーツによる国際協力
　―国連機関の開発援助の歴史と意義― 柾本　伸悦（助　教）
【研究ノート】
女子体操競技における技の基本的理論とその指導法の一考察 
　―跳馬、段違い平行棒の場合― 西村　栄蔵（教　授）
 木村　文乃（広島市スポーツ協会）
ヒロシマ原爆被害者の人生を支えたもの（１）
　―被爆者と非体験者のＫＪ法による比較― 森田　裕司（教　授）
 一丸 藤太郎（広島国際大学大学院教授）
 大澤 多美子（広島市こども療育センター部長）
 倉永　恭子（メイヘン心理相談室長）
 財満　義輝（広島修道大学教授）
 中嶋 みどり（広島国際大学助教）
◆広島経済大学経済研究論集  第35巻 第3号（2012年12月末刊行予定）
【論　説】
日本企業におけるタイの重要性
　―その戦略と日本経済への影響― 野北　晴子（教　授）
資本の概念と利益の計算構造 池村　恵一（准教授）
オリンピックにおけるビジネスモデルの検証
　―商業主義の功罪― 永田　　靖（准教授）
【研究集会報告】
文科系大学の情報科学教育における試みと考察 伊藤　則之（教　授）
◆広島経済大学研究論集　第35巻　第3号（2012年12月末刊行予定）
【論　説】
スポーツの所有史 内海　和雄（教　授）
ソクラテスの「問答術」と弁証法 大田 孝太郎（教　授）
教職に関する科目「道徳教育指導法」の
　指導方法の充実・改善に関する一考察 
　―体験活動を活用した道徳教育に注目して― 志々田 まなみ（准教授）
 天野 かおり（尚絅大学准教授）
高等学校「簿記」における決算の指導に関する研究（Ⅰ） 餅川　正雄（准教授）
【研究ノート】
ヒロシマ原爆被害者の人生を支えたもの（2）
　―自由発言からみたキーワードの意味― 森田　裕司（教　授）
【研究集会報告】
小学校国語教科書における作文単元の文種の推移 
　―生活文から論理的文章へ― 木本　一成（准教授）
 ほか

　『論集』の最新号は、1号館玄関・図書館・メディア情報センター等に置いていますので、各自自由に
持ち帰ってください。また、バックナンバーをご希望の方は、地域経済研究所まで来てください。

学生の皆さんへ

平
成
二
十
五
年
度
　

学
生
募
集
要
項
学
科
及
び
大
学
院
の
募
集
要
項
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
以
下
ま
で
ハ
ガ
キ・
電
話
・メ
ー
ル
な
ど
で
。

〒731-0192　広島市安佐南区　園五丁目37番1号
<お申込み・お問い合わせ先> （学部・大学院）入試広報室 　082-871-1313／Ｅメールent-sc@hue.ac.jp

（留 学 生）国際交流室  　082-871-1002／Ｅメールint-sc@hue.ac.jp

募集人員

出願期間

試 験 日

試験科目

合格発表

Ⅱ期＝平成25年1月25日（金）～2月12日（火）締切日消印有効

Ⅱ期＝平成25年2月21日（木）・22日（金）

研究者養成
コース

（Ⅱ期のみ）

経済学専修
コース

部門

Ⅱ期＝平成25年2月27日（水）午前10時

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜］

1.書類選考（調査書等）
2.筆答試験
外国語科目：英語、独語、仏語の3か国語のうちから1

か国語を選択（出願の際に登録する）
 ※辞書の持ち込みを認める。（電子辞書も可）
専門科目：下表の7部門から出願の際登録した2科目

を選択し受験する。
3.口述試験

経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程[研究者養成コース・経
済学専修コース]10名
（外国人留学生・社会人特別選抜、国外受験者、外国人留学生指定校推薦を含む）

1.書類選考（調査書等）
2.筆答試験
外国語科目：英語※辞書の持ち込みを認める。（電子

辞書も可）
専門科目：下表の7部門から試験場において1科目を

選択し受験する。
3.口述試験

理論経済学部門、経済史部門、経済政策部門、財政学・
金融論部門、統計学部門、経営学部門、地域研究部門
の７部門

募集人員

出願期間

試 験 日

合格発表

試験科目

Ⅱ期＝平成25年1月25日（金）～2月12日（火）締切日消印有効

Ⅱ期＝平成25年2月22日（金）
1.書類選考（調査書等）
2.口述試験

経済学専修
コース

Ⅱ期＝平成25年2月27日（水）午前10時

［社会人特別選抜］
経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程（修士）
[経済学専修コース]若干名

各年次3名程度（外国人留学生を含む）募集人員

出願期間

筆頭試験・選考日

合格発表

平成25年1月28日（月）～2月8日（金）

出願資格

提出書類

選考方法

平成25年3月4日（月）

[学内特別選抜]（学部との５年プログラム試験）

学

部

３
年

次

1.平成26年3月末に本学経済学部を優秀な成績で卒業見込みの者
で、同年4月に本学大学院経済学研究科経済学専攻博士課程前期課
程（修士）経済学専修コースに進学を希望する者

2.3年次前期までの成績が所属学科の上位20％以内に入っているこ
とを出願の要件とする。（成績の順位は9月末現在のものとする）

筆答試験・口述試験：平成25年2月28日（水）

博士課程前期課程（修士）経済学専修コース授業履修願・学部3年
次前期までの成績証明書・学部演習担当教員等の推薦書・将来計
画書・検定料納付確認書（コピー）

提出書類及び学部3年次後期までの成績、筆答試験、口述試験の結
果を総合して判定し合否を決定

経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程（研究者養成コース）3名
（外国人留学生、国外受験者を含む）募集人員

出願期間

試 験 日

試験科目

平成25年1月25日（金）～2月12日（火）締切日消印有効
平成25年2月21日（木）

研究者養成
コース

■大学院　博士課程後期課程

1.書類選考（調査書等）
2.筆答試験
第1外国語：英語※辞書の持ち込みを認める。（電子辞書

も可）
第2外国語：英語、独語、仏語の３か国語のうちから１か

国語を選択。（出願の際に登録する）※辞書
の持ち込みを認める。（電子辞書も可）

3.口述試験：修士論文、研究計画に記載されている内容を中心に質問。

合格発表 平成25年2月27日（水）午前10時

■学部　入試センター入学試験（１期・２期）

出願期間
合格発表

出願資格等

募集人員

出願期間
合格発表

1期

2期

平成25年1月4日（金）～2月1日（金）締切日消印有効
平成25年2月15日（金）午後3時

平成25年2月18日（月）～3月4日（月）締切日消印有効
平成25年3月14日（木）午後3時

募集人員

※複数学科併願制　1回の受験で1期は5学科、2期は4学科まで出願できます。

経済学部／経済学科40名、経営学科40名、ビジネス情報学科10名、
メディアビジネス学科10名、スポーツ経営学科5名

経済学部／経済学科10名、経営学科10名、ビジネス情報学科5名、
メディアビジネス学科5名

平成25年度大学入試センター試験において2科目以上を受験した者。
大学入試センター試験で、受験した科目のうち、高得点の2科目の合計
点と調査書の総合評価で選考する。
　①英語はリスニングを含み、配点250点を200点に換算する。
　②配点が100点の科目は、200点に換算する。
　（本学独自の選考試験は行わない）

■学部　社会人入学試験（2期） 

募集人員 経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
　　　　　メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　若干名

出願期間 ２期＝平成25年2月18日（月）～3月4日（月）締切日消印有効

試 験 日 ２期＝平成25年3月12日（火）

合格発表 ２期＝平成25年3月14日（木）午後3時

選考方法 書類審査、小論文、面接の総合評価
試験科目 小論文、面接

※社会人入学試験を希望する者は、入試広報室（082-871-1313）までお問い合わせください。

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験 

出願期間

試 験 日
試験科目

平成24年12月3日（月）～12月27日（木）締切日消印有効

平成25年1月5日（土）

募集人員

選考方法

経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
　　　　　メディアビジネス学科　6名

提出書類、日本留学試験の得点（日本語を含む2教科）及び面接に
よる総合評価

面接

※複数学科併願制　1回の受験で3学科まで出願できます。

合格発表 平成25年1月10日（木）午後5時

■学部　外国人留学生入学試験【国内志願者】（Ⅰ期・Ⅱ期） 

試 験 日

試験科目

Ⅰ期＝平成25年2月9日（土）／Ⅱ期＝平成25年3月4日（月）

募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
 メディアビジネス学科　若干名

面接

※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することが可能です。

出願期間 Ⅰ期＝平成25年1月4日（金）～1月28日（月）締切日消印有効
Ⅱ期＝平成25年2月1日（金）～2月22日（金）締切日消印有効

選考方法 提出書類、日本留学試験の得点（日本語を含む2教科）及び面接による総合評価

合格発表 Ⅰ期＝平成25年2月15日（金）午後5時／Ⅱ期＝平成25年3月7日（木）午後5時

■学部　一般入学試験（２期） 

募集人員

合格発表

試 験 日
出願期間

試験科目

平成25年3月12日（火）※複数学科併願制
平成25年2月18日（月）～3月4日（月）締切日消印有効

平成25年3月14日（木）午後3時

経済学部／経済学科20名、経営学科20名、ビジネス情報学科5名、
メディアビジネス学科5名、スポーツ経営学科5名

英語＝英語Ⅰ・英語Ⅱ･･･100点
選択＝国語総合・現代文（国語総合は古文、漢文を除く）、数学Ⅰ・数学

Ａ（集合と論理、場合の数と確率）のうち1科目選択･･･100点

※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願できます。

■学部　資格スカラシップ推薦入学試験（2期） 

試験科目

出願期間

試 験 日
合格発表

2期

平成25年1月4日（金）～1月25日（金）締切日消印有効
平成25年2月6日(水)
平成25年2月15日（金）午後3時
面接

募集人員

※資格スカラシップ推薦入学試験（2期）を希望する者は、
入試広報室（082-871-1313）までお問い合わせください。

経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・メディアビジ
ネス学科・スポーツ経営学科　若干名

選考方法 書類審査（推薦書・調査書・推薦該当証明資料）、面接の総合評価

■学部　一般入学試験（１期） 

募集人員

合格発表

試 験 日
出願期間

試験科目

平成25年2月6日（水）・7日（木）※試験日自由選択・複数学科併願制
平成25年1月4日（金）～1月25日（金）締切日消印有効

平成25年2月15日（金）午後3時

経済学部／経済学科105名、経営学科100名、ビジネス情報学科25名、
メディアビジネス学科25名、スポーツ経営学科25名

英語＝英語Ⅰ・英語Ⅱ･･･150点
国語＝国語総合・現代文（国語総合は古文、漢文を除く）･･･150点
選択＝日本史Ｂ、世界史Ｂ、地理Ｂ、政治・経済、簿記、数学Ⅰ・数学Ａ

（集合と論理、場合の数と確率）のうち１科目選択･･･100点

※試験日自由選択制　2月6日・7日の試験日をどちらか、又は両日とも選択できま
す。両日とも同一学科を受験した場合は、高得点の方で選考します。
※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願できます。
※商業学科等優先選抜枠を設置。（経済学科10名、経営学科10名、ビジネス情報学
科5名、メディアビジネス学科5名、スポーツ経営学科5名）

平成25年度推薦入試結果報告
平成 25 年度推薦、編入学試験を 11 月 20 日に実施した。
また、9 月には AO 入学試験を実施した。
以下の表を入試結果として報告する。

平成 25 年度推薦入学試験結果
入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

特

別

ス ポ ー ツ 40 78 77 73 1.1 
特 定 資 格 15 10 10 10 1.0 
文 化・ 社 会 15 7 7 6 1.2 
海 外 経 験 5 0 0 0 0.0 
合　　計 75 95 94 89 1.1 

資格スカラシップ 若干名 7 7 7 1.1 

一
般
公
募

経 済 学 科 55 143 143 130 1.1 
経 営 学 科 50 165 165 141 1.2 
ビ ジ ネ ス 情 報 学 科 10 85 85 80 1.1 
メ デ ィ ア ビ ジ ネ ス 学 科 10 35 35 31 1.1 
ス ポ ー ツ 経 営 学 科 10 46 46 30 1.5 
合　　計 135 474 474 412 1.2 

　リウィウスは、古代ローマ時代の歴史家であ
る。本書は「ローマ建国史」とも呼ばれており、
リウィウスが 40 年以上の歳月をかけて完成し
たローマ時代最大の歴史書である。ローマ市の伝説的な建設から紀元前 2 世紀のマケ
ドニア王朝の滅亡までが記述されており、歴史の記述に文学的表現を織り交ぜ、劇的
なエピソードに満ち溢れた叙述は、中世にダンテによって高く評価され、後世の文学
や美術などに大きな影響を及ぼした。
　本書の印刷本は、活版印刷術の発明間もない 1469 年に、イタリアで最初に開設され
た印刷所で刊行されている。館蔵書は、その翌年の 1470 年に刊行されたもので、刊行
年が印刷された初めての版であり、ヴェニスではじめてローマン体が使用された書で
もある。
　印刷者のヨハネス・デ・スピラは、1469 年にヴェニスで最初に印刷所を開設した人で、
ローマン体の完成者といわれるニコラ・ジャンセンとともにローマン体の初期発展に
貢献したと言われている。

Livius, Titus. (59 ～ 17 B.C.)
Historiae Romanae　decades.
Venice: Vindelinus de Spira, 1470. 417p. 41cm

リウィウス「ローマ建国以来の歴史」
1470年　ヴェニス刊　スピラ印行
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平成 25 年度 AO 入学試験結果
入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

AO 20 27 27 6 4.5 
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平成 25 年度編入学入学試験結果
入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

編入学 若干名 5 5 4 1.3 

　本学では、保護者の皆さまに大学や学生生活に関する情報を電子
メールで定期的に提供する「広島経済大学保護者向けメールマガジン

（通称：HUE（ヒュー）メル）」を配信しております。
　少しでも本学の取り組みや情報を知っていただきたく、月に一度
メールで情報をお届けしています。

広島経済大学 保護者向けメールマガジン（通称：ＨＵＥ（ヒュー）メル）　　好評配信中

【内　容】
・今月の行事・先月の NEWS ＆ TOPICS・インフォメーション
・クラブ＆サークル・HUE 知っ得情報 ・興動館だより・お知らせ

　配信を希望される方は、下記の要領でお申し込みください。
【配信申し込み方法】
　本学 webサイト（http://www.hue.ac.jp/）にアクセス、「保護者の方へ」
ページ内にある「保護者メルマガ」バナーをクリック。その中にある
専用フォームにメールアドレスを入力し送信してください。

広島経済大学　メルマガ 検索

春のオープンキャンパス
開催のお知らせ

春のオープンキャンパスを開催しま
す。「学科別模擬授業」や「個別相談」、

「学内見学ツアー」などイベントを用
意し皆さまのお越しをお待ちしてい
ます。

無料送迎バス運行！

3月24日 日


